
選考方法

集団面接(討議)と個人面接を行います。

評価の観点

(1) 集団面接（討議）

教員としての職務を遂行するのにふさわしい能力・適性をもった人物を選考する。

集団の中で発揮される資質や能力を評価する。

① 論理的思考力 発信力 受信力 社会性・対応力

(2) 個人面接

思考力・判断力・表現力等を育て、発達の段階に応じた課題解決能力を育成するための

教科指導力を有しているかを問う。

① 表情・姿勢・態度 表現力・的確な応答

③ 専門的知識・理解 指導方法・創意工夫

自立した社会人としての豊かな人間性、教育者としての識見、資質・適性等、総合的に

優れた人物を選考する。

① 自立した社会人としての豊かな人間性

② 自己成長に向けた探求心

③ 問題解決や社会の変化に柔軟に対応できる能力

④ 教育者としての識見、資質・適性

個人面接（教科指導についての質問）について

(1) 出願した「校種・教科等」において、教科指導についての質問を行います。

(2) 教科指導については、小学校に出願した受験者は出願時に選択した教科、高等学校・地理

歴史に出願した受験者は出願時に選択した領域の質問を行います。

(3) 教科指導については、次の表に示す学習指導要領の目標に沿った質問を行います。表に示

した目標に沿った質問に加え、出願した「校種・教科等」についての質問も行います。

(4) 義務教育学校教員選考の受験者に対しては、小学校・中学校両方の教科指導についての質

問を行います。

(5) 小学校英語専攻、中学校及び高等学校の外国語（英語）、国際バカロレア教員選考の受験

者に対しては、英語による質問があります。

令和６年度　奈良県・大和高田市・県立大附属高公立学校教員採用候補者選考

２次試験実施案内
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表中で示しているページ数は、文部科学省より発行されている学習指導要領（小学校・

中学校・高等学校・特別支援学校）のページ数を表しています。文部科学省のホーム

ページ上のページ数ではありませんので注意してください。

小学校・国語 【小学校学習指導要領(平成２９年告示)国語】(P.34) 

〔第５学年及び第６学年〕

目　標

　日常生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに, 我が国の言語文化

に親しんだり理解したりすることができるようにする。

　筋道立てて考える力や豊かに感じたり想像したりする力を養い, 日常生活にお

ける人との関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げることがで

きるようにする。

　言葉がもつよさを認識するとともに, 進んで読書をし, 国語の大切さを自覚し

て, 思いや考えを伝え合おうとする態度を養う。

小学校・社会 【小学校学習指導要領(平成２９年告示)社会】(P.46～47) 

〔第３学年〕

目　標

  社会的事象の見方・考え方を働かせ，学習の問題を追究・解決する活動を通して,

次のとおり資質・能力を育成することを目指す。

　身近な地域や市区町村の地理的環境，地域の安全を守るための諸活動や地域の

産業と消費生活の様子，地域の様子の移り変わりについて，人々の生活との関連

を踏まえて理解するとともに，調査活動，地図帳や各種の具体的資料を通して，

必要な情報を調べまとめる技能を身に付けるようにする。

　社会的事象の特色や相互の関連，意味を考える力，社会に見られる課題を把握

して，その解決に向けて社会への関わり方を選択・判断する力，考えたことや選

択・判断したことを表現する力を養う。

　社会的事象について，主体的に学習の問題を解決しようとする態度や，よりよ

い社会を考え学習したことを社会生活に生かそうとする態度を養うとともに，思

考や理解を通して，地域社会に対する誇りと愛情，地域社会の一員としての自覚

を養う。

(1)

(2)

(1)

(2)

１

(3)

(3)

（注）

校種・教科
（科目）等

教科指導についての質問で扱う学習指導要領の目標
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小学校・算数 【小学校学習指導要領(平成２９年告示)算数】(P.81) 

〔第５学年〕

目　標

　整数の性質，分数の意味，小数と分数の計算の意味，面積の公式，図形の意味

と性質，図形の体積，速さ，割合，帯グラフなどについて理解するとともに，小

数や分数の計算をしたり，図形の性質を調べたり，図形の面積や体積を求めたり,

表やグラフに表したりすることなどについての技能を身に付けるようにする。

　数とその表現や計算の意味に着目し，目的に合った表現方法を用いて数の性質

や計算の仕方などを考察する力，図形を構成する要素や図形間の関係などに着目

し，図形の性質や図形の計量について考察する力，伴って変わる二つの数量やそ

れらの関係に着目し，変化や対応の特徴を見いだして，二つの数量の関係を表や

式を用いて考察する力，目的に応じてデータを収集し，データの特徴や傾向に着

目して表やグラフに的確に表現し，それらを用いて問題解決したり，解決の過程

や結果を多面的に捉え考察したりする力などを養う。

　数学的に表現・処理したことを振り返り，多面的に捉え検討してよりよいもの

を求めて粘り強く考える態度，数学のよさに気付き学習したことを生活や学習に

活用しようとする態度を養う。

小学校・理科 【小学校学習指導要領(平成２９年告示)理科】(P.104) 

〔第６学年〕

目　標

　物質・エネルギー

　燃焼の仕組み，水溶液の性質，てこの規則性及び電気の性質や働きについての

理解を図り，観察，実験などに関する基本的な技能を身に付けるようにする。

　燃焼の仕組み，水溶液の性質，てこの規則性及び電気の性質や働きについて追

究する中で，主にそれらの仕組みや性質，規則性及び働きについて，より妥当な

考えをつくりだす力を養う。

　燃焼の仕組み，水溶液の性質，てこの規則性及び電気の性質や働きについて追

究する中で，主体的に問題解決しようとする態度を養う。

　生命・地球

　生物の体のつくりと働き，生物と環境との関わり，土地のつくりと変化，月の

形の見え方と太陽との位置関係についての理解を図り，観察，実験などに関する

基本的な技能を身に付けるようにする。

　生物の体のつくりと働き，生物と環境との関わり，土地のつくりと変化，月の

形の見え方と太陽との位置関係について追究する中で，主にそれらの働きや関わ

り，変化及び関係について，より妥当な考えをつくりだす力を養う。

　生物の体のつくりと働き，生物と環境との関わり，土地のつくりと変化，月の

形の見え方と太陽との位置関係について追究する中で，生命を尊重する態度や主

体的に問題解決しようとする態度を養う。

校種・教科
（科目）等

教科指導についての質問で扱う学習指導要領の目標

③
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①

②
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小学校・外国語 【小学校学習指導要領(平成２９年告示)外国語】(P.153～154) 

(英語) 英　語

目　標

　英語学習の特質を踏まえ，以下に示す，聞くこと，読むこと，話すこと［やり取

り］，話すこと［発表］，書くことの五つの領域別に設定する目標の実現を目指し

た指導を通して，第１の(1)及び(2)に示す資質・能力を一体的に育成するとともに,

その過程を通して，第１の(3)に示す資質・能力を育成する。

　聞くこと

　ゆっくりはっきりと話されれば，自分のことや身近で簡単な事柄について，

簡単な語句や基本的な表現を聞き取ることができるようにする。

　ゆっくりはっきりと話されれば，日常生活に関する身近で簡単な事柄につい

て，具体的な情報を聞き取ることができるようにする。

　ゆっくりはっきりと話されれば，日常生活に関する身近で簡単な事柄につい

て，短い話の概要を捉えることができるようにする。

　読むこと

　活字体で書かれた文字を識別し，その読み方を発音することができるように

する。

　音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な表現の意味が分かるように

する。

　話すこと［やり取り］

　基本的な表現を用いて指示，依頼をしたり，それらに応じたりすることがで

きるようにする。

　日常生活に関する身近で簡単な事柄について，自分の考えや気持ちなどを，

簡単な語句や基本的な表現を用いて伝え合うことができるようにする。

　自分や相手のこと及び身の回りの物に関する事柄について，簡単な語句や基

本的な表現を用いてその場で質問をしたり質問に答えたりして，伝え合うこと

ができるようにする。

　話すこと［発表］

　日常生活に関する身近で簡単な事柄について，簡単な語句や基本的な表現を

用いて話すことができるようにする。

　自分のことについて，伝えようとする内容を整理した上で，簡単な語句や基

本的な表現を用いて話すことができるようにする。

　身近で簡単な事柄について，伝えようとする内容を整理した上で，自分の考

えや気持ちなどを，簡単な語句や基本的な表現を用いて話すことができるよう

にする。

　書くこと

　大文字，小文字を活字体で書くことができるようにする。また，語順を意識

しながら音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な表現を書き写すこと

ができるようにする。

　自分のことや身近で簡単な事柄について，例文を参考に，音声で十分に慣れ

親しんだ簡単な語句や基本的な表現を用いて書くことができるようにする。

ア

イ

校種・教科
（科目）等

教科指導についての質問で扱う学習指導要領の目標
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中学校・国語 【中学校学習指導要領(平成２９年告示)国語】(P.29) 

〔第１学年〕

目　標

　社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに, 我が国の言語文化 

に親しんだり理解したりすることができるようにする。

　筋道立てて考える力や豊かに感じたり想像したりする力を養い, 日常生活にお  

ける人との関わりの中で伝え合う力を高め, 自分の思いや考えを確かなものにす 

ることができるようにする。

　言葉がもつ価値に気付くとともに，進んで読書をし, 我が国の言語文化を大切

にして, 思いや考えを伝え合おうとする態度を養う。

中学校・社会 【中学校学習指導要領(平成２９年告示)社会】(P.48) 

〔歴史的分野〕

目　標

　社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする

活動を通して，広い視野に立ち，グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和

で民主的な国家及び社会の形成者に必要な公民としての資質・能力の基礎を次のと

おり育成することを目指す。

　我が国の歴史の大きな流れを，世界の歴史を背景に，各時代の特色を踏まえて

理解するとともに，諸資料から歴史に関する様々な情報を効果的に調べまとめる

技能を身に付けるようにする。

　歴史に関わる事象の意味や意義，伝統と文化の特色などを，時期や年代， 推

移，比較，相互の関連や現在とのつながりなどに着目して多面的・多角的に考察

したり，歴史に見られる課題を把握し複数の立場や意見を踏まえて公正に選択・

判断したりする力，思考・判断したことを説明したり，それらを基に議論したり

する力を養う。

　歴史に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課

題を主体的に追究，解決しようとする態度を養うとともに，多面的・多角的な考

察や深い理解を通して涵養される我が国の歴史に対する愛情，国民としての自覚,

国家及び社会並びに文化の発展や人々の生活の向上に尽くした歴史上の人物と現

在に伝わる文化遺産を尊重しようとすることの大切さについての自覚などを深め,

国際協調の精神を養う。

中学校・数学 【中学校学習指導要領(平成２９年告示)数学】(P.65) 

〔第１学年〕

目　標

　正の数と負の数，文字を用いた式と一元一次方程式，平面図形と空間図形，比

例と反比例，データの分布と確率などについての基礎的な概念や原理・法則など

を理解するとともに，事象を数理的に捉えたり，数学的に解釈したり，数学的に

表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

　数の範囲を拡張し，数の性質や計算について考察したり，文字を用いて数量の

関係や法則などを考察したりする力，図形の構成要素や構成の仕方に着目し，図

形の性質や関係を直観的に捉え論理的に考察する力，数量の変化や対応に着目し

て関数関係を見いだし，その特徴を表，式，グラフなどで考察する力，データの

分布に着目し，その傾向を読み取り批判的に考察して判断したり，不確定な事象

の起こりやすさについて考察したりする力を養う。

　数学的活動の楽しさや数学のよさに気付いて粘り強く考え，数学を生活や学習

に生かそうとする態度，問題解決の過程を振り返って検討しようとする態度，多

面的に捉え考えようとする態度を養う。

(3)

(1)

(2)

(3)
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１

(3)

(1)

(2)

(1)

(2)

校種・教科
（科目）等

教科指導についての質問で扱う学習指導要領の目標
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中学校・理科 【中学校学習指導要領(平成２９年告示)理科】(P.78) 

〔第１分野〕

目　標

　物質やエネルギーに関する事物・現象を科学的に探究するために必要な資質・能

力を次のとおり育成することを目指す。

　物質やエネルギーに関する事物・現象についての観察，実験などを行い，身近

な物理現象，電流とその利用，運動とエネルギー，身の回りの物質，化学変化と

原子・分子，化学変化とイオンなどについて理解するとともに，科学技術の発展

と人間生活との関わりについて認識を深めるようにする。また，それらを科学的

に探究するために必要な観察，実験などに関する基本的な技能を身に付けるよう

にする。

　物質やエネルギーに関する事物・現象に関わり，それらの中に問題を見いだし

見通しをもって観察，実験などを行い，その結果を分析して解釈し表現するなど,

科学的に探究する活動を通して，規則性を見いだしたり課題を解決したりする力

を養う。

　物質やエネルギーに関する事物・現象に進んで関わり，科学的に探究しようと

する態度を養うとともに，自然を総合的に見ることができるようにする。

中学校・音楽 【中学校学習指導要領(平成２９年告示)音楽】(P.101) 

〔第２学年及び第３学年〕

目　標

　曲想と音楽の構造や背景などとの関わり及び音楽の多様性について理解すると

ともに，創意工夫を生かした音楽表現をするために必要な歌唱，器楽，創作の技

能を身に付けるようにする。

　曲にふさわしい音楽表現を創意工夫することや，音楽を評価しながらよさや美

しさを味わって聴くことができるようにする。

　主体的・協働的に表現及び鑑賞の学習に取り組み，音楽活動の楽しさを体験す

ることを通して，音楽文化に親しむとともに，音楽によって生活を明るく豊かな

ものにし，音楽に親しんでいく態度を養う。

中学校・美術 【中学校学習指導要領(平成２９年告示)美術】（P.107）

〔第１学年〕

目　標

　対象や事象を捉える造形的な視点について理解するとともに，意図に応じて表

現方法を工夫して表すことができるようにする。

　自然の造形や美術作品などの造形的なよさや美しさ，表現の意図と工夫，機能

性と美しさとの調和，美術の働きなどについて考え，主題を生み出し豊かに発想

し構想を練ったり，美術や美術文化に対する見方や感じ方を広げたりすることが

できるようにする。

　楽しく美術の活動に取り組み創造活動の喜びを味わい，美術を愛好する心情を

培い，心豊かな生活を創造していく態度を養う。

１

(1)

(2)

(3)

教科指導についての質問で扱う学習指導要領の目標
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１
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中学校・保健体育 【中学校学習指導要領(平成２９年告示)保健体育】(P.115) 

〔体育分野　第１学年及び第２学年〕

目　標

　運動の合理的な実践を通して，運動の楽しさや喜びを味わい，運動を豊かに実

践することができるようにするため，運動，体力の必要性について理解するとと

もに，基本的な技能を身に付けるようにする。

　運動についての自己の課題を発見し，合理的な解決に向けて思考し判断すると

ともに，自己や仲間の考えたことを他者に伝える力を養う。

　運動における競争や協働の経験を通して，公正に取り組む，互いに協力する，

自己の役割を果たす，一人一人の違いを認めようとするなどの意欲を育てるとと

もに，健康・安全に留意し，自己の最善を尽くして運動をする態度を養う。

中学校・技術 【中学校学習指導要領(平成２９年告示)技術・家庭】(P.132)

〔技術分野〕

目　標

　技術の見方・考え方を働かせ，ものづくりなどの技術に関する実践的・体験的な

活動を通して，技術によってよりよい生活や持続可能な社会を構築する資質・能力

を次のとおり育成することを目指す。

　生活や社会で利用されている材料，加工，生物育成，エネルギー変換及び情報

の技術についての基礎的な理解を図るとともに，それらに係る技能を身に付け，

技術と生活や社会，環境との関わりについて理解を深める。

　生活や社会の中から技術に関わる問題を見いだして課題を設定し，解決策を構

想し，製作図等に表現し，試作等を通じて具体化し，実践を評価・改善するなど,

課題を解決する力を養う。

　よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて，適切かつ誠実に技術を

工夫し創造しようとする実践的な態度を養う。

中学校・家庭 【中学校学習指導要領(平成２９年告示)技術・家庭】(P.136)

〔家庭分野〕

目　標

　生活の営みに係る見方・考え方を働かせ，衣食住などに関する実践的・体験的な

活動を通して，よりよい生活の実現に向けて，生活を工夫し創造する資質・能力を

次のとおり育成することを目指す。

　家族・家庭の機能について理解を深め，家族・家庭，衣食住，消費や環境など

について，生活の自立に必要な基礎的な理解を図るとともに，それらに係る技能

を身に付けるようにする。

　家族・家庭や地域における生活の中から問題を見いだして課題を設定し，解決

策を構想し，実践を評価・改善し，考察したことを論理的に表現するなど，これ

からの生活を展望して課題を解決する力を養う。

　自分と家族，家庭生活と地域との関わりを考え，家族や地域の人々と協働し，

よりよい生活の実現に向けて，生活を工夫し創造しようとする実践的な態度を養

う。

(1)

(2)

(3)
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１

１
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中学校・外国語 【中学校学習指導要領(平成２９年告示)外国語】(P.144～145) 

(英語) 英　語

目　標

　英語学習の特質を踏まえ，以下に示す，聞くこと，読むこと，話すこと［やり取

り］，話すこと［発表］，書くことの五つの領域別に設定する目標の実現を目指し

た指導を通して，第１の(1)及び(2)に示す資質・能力を一体的に育成するとともに,

その過程を通して，第１の(3)に示す資質・能力を育成する。

　聞くこと

　はっきりと話されれば，日常的な話題について，必要な情報を聞き取ること

ができるようにする。

　はっきりと話されれば，日常的な話題について，話の概要を捉えることがで

きるようにする。

　はっきりと話されれば，社会的な話題について，短い説明の要点を捉えるこ

とができるようにする。

　読むこと

　日常的な話題について，簡単な語句や文で書かれたものから必要な情報を読

み取ることができるようにする。

　日常的な話題について，簡単な語句や文で書かれた短い文章の概要を捉える

ことができるようにする。

　社会的な話題について，簡単な語句や文で書かれた短い文章の要点を捉える

ことができるようにする。

　話すこと［やり取り］

　関心のある事柄について，簡単な語句や文を用いて即興で伝え合うことがで

きるようにする。

　日常的な話題について，事実や自分の考え，気持ちなどを整理し，簡単な語

句や文を用いて伝えたり，相手からの質問に答えたりすることができるように

する。

　社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたことについて，考えたことや感

じたこと，その理由などを，簡単な語句や文を用いて述べ合うことができるよ

うにする。

　話すこと［発表］

　関心のある事柄について，簡単な語句や文を用いて即興で話すことができる

ようにする。

　日常的な話題について，事実や自分の考え，気持ちなどを整理し，簡単な語

句や文を用いてまとまりのある内容を話すことができるようにする。

　社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたことについて，考えたことや感

じたこと，その理由などを，簡単な語句や文を用いて話すことができるように

する。

　書くこと

　関心のある事柄について，簡単な語句や文を用いて正確に書くことができる

ようにする。

　日常的な話題について，事実や自分の考え，気持ちなどを整理し，簡単な語

句や文を用いてまとまりのある文章を書くことができるようにする。

　社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたことについて，考えたことや感

じたこと，その理由などを，簡単な語句や文を用いて書くことができるように

する。

校種・教科
（科目）等

教科指導についての質問で扱う学習指導要領の目標
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高等学校・国語 【高等学校学習指導要領(平成３０年告示)国語】(P.36) 

第２　言語文化

目　標

　言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通して，国語で的確に理解し効果

的に表現する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

　生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに, 我が

国の言語文化に対する理解を深めることができるようにする。

　論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし，他者と

の関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりするこ

とができるようにする。

　言葉がもつ価値への認識を深めるとともに, 生涯にわたって読書に親しみ自己

を向上させ, 我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち，言葉を通して他者

や社会に関わろうとする態度を養う。

高等学校・地理歴史 【高等学校学習指導要領(平成３０年告示)地理歴史】(P.52) 

第２　地理探究

目　標

　社会的事象の地理的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする

活動を通して，広い視野に立ち，グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和

で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を次のと

おり育成することを目指す。

　地理に関わる諸事象に関して，世界の空間的な諸事象の規則性，傾向性や，世

界の諸地域の地域的特色や課題などを理解するとともに，地図や地理情報システ

ムなどを用いて，調査や諸資料から地理に関する様々な情報を適切かつ効果的に

調べまとめる技能を身に付けるようにする。

　地理に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，位置や分布，場所，人

間と自然環境との相互依存関係，空間的相互依存作用，地域などに着目して，系

統地理的，地誌的に，概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，地理的

な課題の解決に向けて構想したりする力や，考察，構想したことを効果的に説明

したり，それらを基に議論したりする力を養う。

　地理に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課

題を主体的に探究しようとする態度を養うとともに，多面的・多角的な考察や深

い理解を通して涵養される日本国民としての自覚，我が国の国土に対する愛情，

世界の諸地域の多様な生活文化を尊重しようとすることの大切さについての自覚

などを深める。

校種・教科
（科目）等

教科指導についての質問で扱う学習指導要領の目標
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高等学校・地理歴史 【高等学校学習指導要領(平成３０年告示)地理歴史】(P.63) 

第４　日本史探究

目　標

　社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする

活動を通して，広い視野に立ち，グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和 

で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を次のと

おり育成することを目指す。

　我が国の歴史の展開に関わる諸事象について，地理的条件や世界の歴史と関連

付けながら総合的に捉えて理解するとともに，諸資料から我が国の歴史に関する

様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。 

　我が国の歴史の展開に関わる事象の意味や意義，伝統と文化の特色などを，時

期や年代，推移，比較，相互の関連や現在とのつながりなどに着目して，概念な

どを活用して多面的・多角的に考察したり，歴史に見られる課題を把握し解決を

視野に入れて構想したりする力や，考察，構想したことを効果的に説明したり，

それらを基に議論したりする力を養う。 

　我が国の歴史の展開に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課

題を主体的に探究しようとする態度を養うとともに，多面的・多角的な考察や深

い理解を通して涵養される日本国民としての自覚，我が国の歴史に対する愛情，

他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。

【高等学校学習指導要領(平成３０年告示)地理歴史】(P.69～70) 

第５　世界史探究

目　標

　社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする

活動を通して，広い視野に立ち，グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和

で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を次のと

おり育成することを目指す。

　世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について，地理的条件や日本

の歴史と関連付けながら理解するとともに，諸資料から世界の歴史に関する様々

な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

　世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象の意味や意義，特色などを，時

期や年代，推移，比較，相互の関連や現代世界とのつながりなどに着目して，概

念などを活用して多面的・多角的に考察したり，歴史に見られる課題を把握し解

決を視野に入れて構想したりする力や，考察，構想したことを効果的に説明した

り，それらを基に議論したりする力を養う。

　世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について，よりよい社会の実

現を視野に課題を主体的に探究しようとする態度を養うとともに，多面的・多角

的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚，我が国の歴史に

対する愛情，他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深

める。
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高等学校・数学 【高等学校学習指導要領(平成３０年告示)数学】（P.91）

第１　数学Ⅰ

目　標

　数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能

力を次のとおり育成することを目指す。

　数と式，図形と計量，二次関数及びデータの分析についての基本的な概念や原

理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈した

り，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

　命題の条件や結論に着目し，数や式を多面的にみたり目的に応じて適切に変形

したりする力，図形の構成要素間の関係に着目し，図形の性質や計量について論

理的に考察し表現する力，関数関係に着目し，事象を的確に表現してその特徴を

表，式，グラフを相互に関連付けて考察する力，社会の事象などから設定した問

題について，データの散らばりや変量間の関係などに着目し，適切な手法を選択

して分析を行い，問題を解決したり，解決の過程や結果を批判的に考察し判断し

たりする力を養う。

　数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に

基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，

評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

高等学校・理科 【高等学校学習指導要領(平成３０年告示)理科】(P.105)

(物理) 第２　物理基礎

目　標

　物体の運動と様々なエネルギーに関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通し

をもって観察，実験を行うことなどを通して，物体の運動と様々なエネルギーを科

学的に探究するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

　日常生活や社会との関連を図りながら，物体の運動と様々なエネルギーについ

て理解するとともに，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する基

本的な技能を身に付けるようにする。

　観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

　物体の運動と様々なエネルギーに主体的に関わり，科学的に探究しようとする

態度を養う。

高等学校・理科 【高等学校学習指導要領(平成３０年告示)理科】(P.112)

(化学) 第４　化学基礎

目　標

　物質とその変化に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，

実験を行うことなどを通して，物質とその変化を科学的に探究するために必要な資

質・能力を次のとおり育成することを目指す。

　日常生活や社会との関連を図りながら，物質とその変化について理解するとと

もに，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する基本的な技能を身

に付けるようにする。

　観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

　物質とその変化に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。
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高等学校・理科 【高等学校学習指導要領(平成３０年告示)理科】(P.117～118)

(生物) 第６　生物基礎

目　標

　生物や生物現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，

実験を行うことなどを通して，生物や生物現象を科学的に探究するために必要な資

質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

　日常生活や社会との関連を図りながら，生物や生物現象について理解するとと

もに，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する基本的な技能を身

に付けるようにする。

　観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

　生物や生物現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度と，生命を

尊重し，自然環境の保全に寄与する態度を養う。

高等学校・音楽 【高等学校学習指導要領(平成３０年告示)芸術】(P.141)

第１　音楽Ⅰ

目　標

　音楽の幅広い活動を通して，音楽的な見方・考え方を働かせ，生活や社会の中の

音や音楽，音楽文化と幅広く関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す｡

　曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などとの関わり及び音楽の多様性につ

いて理解するとともに，創意工夫を生かした音楽表現をするために必要な技能を

身に付けるようにする。

　自己のイメージをもって音楽表現を創意工夫することや，音楽を評価しながら

よさや美しさを自ら味わって聴くことができるようにする。

　主体的・協働的に音楽の幅広い活動に取り組み，生涯にわたり音楽を愛好する

心情を育むとともに，感性を高め，音楽文化に親しみ，音楽によって生活や社会

を明るく豊かなものにしていく態度を養う。

高等学校・美術 【高等学校学習指導要領(平成３０年告示)芸術】(P.147)

第４　美術Ⅰ

目　標

　美術の幅広い創造活動を通して，造形的な見方・考え方を働かせ，美的体験を重

ね，生活や社会の中の美術や美術文化と幅広く関わる資質・能力を次のとおり育成

することを目指す。

　対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深めるとともに，意図に応じ

て表現方法を創意工夫し，創造的に表すことができるようにする。

　造形的なよさや美しさ，表現の意図と創意工夫，美術の働きなどについて考え,

主題を生成し創造的に発想し構想を練ったり，価値意識をもって美術や美術文化

に対する見方や感じ方を深めたりすることができるようにする。

　主体的に美術の幅広い創造活動に取り組み，生涯にわたり美術を愛好する心情

を育むとともに，感性を高め，美術文化に親しみ，心豊かな生活や社会を創造し

ていく態度を養う。
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高等学校・書道 【高等学校学習指導要領(平成３０年告示)芸術】(P.157)

第10　書道Ⅰ

目　標

　書道の幅広い活動を通して，書に関する見方・考え方を働かせ，生活や社会の中

の文字や書，書の伝統と文化と幅広く関わる資質・能力を次のとおり育成すること

を目指す。

　書の表現の方法や形式，多様性などについて幅広く理解するとともに，書写能

力の向上を図り，書の伝統に基づき，効果的に表現するための基礎的な技能を身

に付けるようにする。

　書のよさや美しさを感受し，意図に基づいて構想し表現を工夫したり，作品や

書の伝統と文化の意味や価値を考え，書の美を味わい捉えたりすることができる

ようにする。

　主体的に書の幅広い活動に取り組み，生涯にわたり書を愛好する心情を育むと

ともに，感性を高め，書の伝統と文化に親しみ，書を通して心豊かな生活や社会

を創造していく態度を養う。

高等学校・保健体育 【高等学校学習指導要領(平成３０年告示)保健体育】(P.131)

第１　体　育

目　標

　体育の見方・考え方を働かせ，課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けた学

習過程を通して，心と体を一体として捉え，生涯にわたって豊かなスポーツライフ

を継続するとともに，自己の状況に応じて体力の向上を図るための資質・能力を次

のとおり育成することを目指す。

　運動の合理的，計画的な実践を通して，運動の楽しさや喜びを深く味わい，生

涯にわたって運動を豊かに継続することができるようにするため，運動の多様性

や体力の必要性について理解するとともに，それらの技能を身に付けるようにす

る。

　生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題を発見し，合理的，計画的な

解決に向けて思考し判断するとともに，自己や仲間の考えたことを他者に伝える

力を養う。

　運動における競争や協働の経験を通して，公正に取り組む，互いに協力する，

自己の責任を果たす，参画する，一人一人の違いを大切にしようとするなどの意

欲を育てるとともに，健康・安全を確保して，生涯にわたって継続して運動に親

しむ態度を養う。
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高等学校・外国語 【高等学校学習指導要領(平成３０年告示)外国語】(P.163～164)

(英語) 第１　英語コミュニケーションⅠ

目　標

　英語学習の特質を踏まえ，以下に示す，聞くこと，読むこと，話すこと［やり取

り］，話すこと［発表］，書くことの五つの領域（以下この節において「五つの領

域」という。）別に設定する目標の実現を目指した指導を通して，第１款の(1)及び

(2)に示す資質・能力を一体的に育成するとともに,その過程を通して,第１款の(3)

に示す資質・能力を育成する。

　聞くこと

　日常的な話題について，話される速さや，使用される語句や文，情報量など

において，多くの支援を活用すれば，必要な情報を聞き取り，話し手の意図を

把握することができるようにする。

　社会的な話題について，話される速さや，使用される語句や文，情報量など

において，多くの支援を活用すれば，必要な情報を聞き取り，概要や要点を目

的に応じて捉えることができるようにする。

　読むこと

　日常的な話題について，使用される語句や文，情報量などにおいて，多くの

支援を活用すれば，必要な情報を読み取り，書き手の意図を把握することがで

きるようにする。

　社会的な話題について，使用される語句や文，情報量などにおいて，多くの

支援を活用すれば，必要な情報を読み取り，概要や要点を目的に応じて捉える

ことができるようにする。

　話すこと［やり取り］

　日常的な話題について，使用する語句や文，対話の展開などにおいて，多く

の支援を活用すれば，基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを

話して伝え合うやり取りを続けることができるようにする。

　社会的な話題について，使用する語句や文，対話の展開などにおいて，多く

の支援を活用すれば，聞いたり読んだりしたことを基に，基本的な語句や文を

用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性に注意して話して伝え合うことがで

きるようにする。

　話すこと［発表］

　日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，多く

の支援を活用すれば，基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを

論理性に注意して話して伝えることができるようにする。

　社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，多く

の支援を活用すれば，聞いたり読んだりしたことを基に，基本的な語句や文を

用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性に注意して話して伝えることができ

るようにする。

　書くこと

　日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，多く

の支援を活用すれば，基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを

論理性に注意して文章を書いて伝えることができるようにする。

　社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，多く

の支援を活用すれば，聞いたり読んだりしたことを基に，基本的な語句や文を

用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性に注意して文章を書いて伝えること

ができるようにする。
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高等学校・家庭 【高等学校学習指導要領(平成３０年告示)家庭】(P.184)

第２　家庭総合

目　標

　生活の営みに係る見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を通して，

様々な人々と協働し，よりよい社会の構築に向けて，男女が協力して主体的に家庭

や地域の生活を創造する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

　人の一生と家族・家庭及び福祉，衣食住，消費生活・環境などについて，生活

を主体的に営むために必要な科学的な理解を図るとともに，それらに係る技能を

体験的・総合的に身に付けるようにする。

　家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだして課題を設定し，解

決策を構想し，実践を評価・改善し，考察したことを科学的な根拠に基づいて論

理的に表現するなど，生涯を見通して課題を解決する力を養う。

　様々な人々と協働し，よりよい社会の構築に向けて，地域社会に参画しようと

するとともに，生活文化を継承し，自分や家庭，地域の生活の充実向上を図ろう

とする実践的な態度を養う。

高等学校・農業 【高等学校学習指導要領(平成３０年告示)農業】(P.198)

第１　農業と環境

目　標

　農業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通し

て，農業の各分野で活用する基礎的な資質・能力を次のとおり育成することを目指

す。

　農業と環境について体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に

付けるようにする。

　農業と環境に関する課題を発見し，農業や農業関連産業に携わる者として合理

的かつ創造的に解決する力を養う。

　農業と環境について基礎的な知識と技術が農業の各分野で活用できるよう自ら

学び，農業の振興や社会貢献に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

高等学校・工業 【高等学校学習指導要領(平成３０年告示)工業】(P.242)

(機械) 第３　実　習

目　標

　工業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通し

て，工業の発展を担う職業人として必要な資質・能力を次のとおり育成することを

目指す。

　工業の各分野に関する技術を実際の作業に即して総合的に理解するとともに，

関連する技術を身に付けるようにする。

　工業の各分野の技術に関する課題を発見し，工業に携わる者として科学的な根

拠に基づき工業技術の進展に対応し解決する力を養う。

　工業の各分野に関する技術の向上を目指して自ら学び，工業の発展に主体的か

つ協働的に取り組む態度を養う。
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高等学校・工業 【高等学校学習指導要領(平成３０年告示)工業】(P.242)

(建築) 第３　実　習

目　標

　工業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通し

て，工業の発展を担う職業人として必要な資質・能力を次のとおり育成することを

目指す。

　工業の各分野に関する技術を実際の作業に即して総合的に理解するとともに，

関連する技術を身に付けるようにする。

　工業の各分野の技術に関する課題を発見し，工業に携わる者として科学的な根

拠に基づき工業技術の進展に対応し解決する力を養う。

　工業の各分野に関する技術の向上を目指して自ら学び，工業の発展に主体的か

つ協働的に取り組む態度を養う。

高等学校・商業 【高等学校学習指導要領(平成３０年告示)商業】(P.311)

第２　課題研究

目　標

　商業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通し

て，ビジネスを通じ，地域産業をはじめ経済社会の健全で持続的な発展を担う職業

人として必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

　商業の各分野について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに，相互

に関連付けられた技術を身に付けるようにする。

　ビジネスに関する課題を発見し，ビジネスに携わる者として解決策を探究し，

科学的な根拠に基づいて創造的に解決する力を養う。

　課題を解決する力の向上を目指して自ら学び，ビジネスの創造と発展に主体的

かつ協働的に取り組む態度を養う。

高等学校・情報 【高等学校学習指導要領(平成３０年告示)情報】(P.189)

第１　情報Ⅰ

目　標

　情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ，情報技術を活用して問題の発見・

解決を行う学習活動を通して，問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切か

つ効果的に活用し，情報社会に主体的に参画するための資質・能力を次のとおり育

成することを目指す。

　効果的なコミュニケーションの実現，コンピュータやデータの活用について理

解を深め技能を習得するとともに，情報社会と人との関わりについて理解を深め

るようにする。

　様々な事象を情報とその結び付きとして捉え，問題の発見・解決に向けて情報

と情報技術を適切かつ効果的に活用する力を養う。

　情報と情報技術を適切に活用するとともに，情報社会に主体的に参画する態度

を養う。
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特別支援学校 【特別支援学校小学部・中学部学習指導要領(平成２９年告示)】(P.178～179)

〔職業・家庭〕

各段階の目標及び内容

○１段階

目　標

職業分野

　職業に係る見方・考え方を働かせ，作業や実習に関する実践的・体験的な学習

活動を通して，よりよい生活の実現に向けて工夫する資質・能力を次のとおり育

成することを目指す。

　職業について関心をもち，将来の職業生活に係る基礎的な知識や技能を身に

付けるようにする。

　将来の職業生活に必要な事柄について触れ，課題や解決策に気付き，実践し,

学習したことを伝えるなど，課題を解決する力の基礎を養う。

　将来の職業生活の実現に向けて，生活を工夫しようとする態度を養う。

家庭分野

　生活の営みに係る見方・考え方を働かせ，衣食住などに関する実践的・体験的

な学習活動を通して，よりよい生活の実現に向けて工夫する資質・能力を次のと

おり育成することを目指す。

　家庭の中の自分の役割に気付き，生活の自立に必要な家族・家庭，衣食住，

消費や環境等についての基礎的な理解を図るとともに，それらに係る技能を身

に付けるようにする。

　家庭生活に必要な事柄について触れ，課題や解決策に気付き，実践し，学習

したことを伝えるなど，日常生活において課題を解決する力の基礎を養う。

　家族や地域の人々とのやりとりを通して，よりよい生活の実現に向けて，生

活を工夫しようとする態度を養う。

養護教諭 【中学校学習指導要領（平成２９年告示）保健体育】(P.126)

〔保健分野〕

目　標

　個人生活における健康・安全について理解するとともに，基本的な技能を身に

付けるようにする。

　健康についての自他の課題を発見し，よりよい解決に向けて思考し判断すると

ともに，他者に伝える力を養う。

　生涯を通じて心身の健康の保持増進を目指し、明るく豊かな生活を営む態度を

養う。

栄養教諭 【中学校学習指導要領(平成２９年告示)技術・家庭】(P.136)

〔家庭分野〕

目　標

　生活の営みに係る見方・考え方を働かせ，衣食住などに関する実践的・体験的な

活動を通して，よりよい生活の実現に向けて，生活を工夫し創造する資質・ 能力

を次のとおり育成することを目指す。

　家族・家庭の機能について理解を深め，家族・家庭，衣食住，消費や環境など

について，生活の自立に必要な基礎的な理解を図るとともに，それらに係る技能

を身に付けるようにする。

　家族・家庭や地域における生活の中から問題を見いだして課題を設定し，解決

策を構想し，実践を評価・改善し，考察したことを論理的に表現するなど，これ

からの生活を展望して課題を解決する力を養う。

　自分と家族，家庭生活と地域との関わりを考え，家族や地域の人々と協働し，

よりよい生活の実現に向けて，生活を工夫し創造しようとする実践的な態度を養

う。
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